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省エネ建築コンサルタントに学ぶBIM活用のポイント

BIMを活用した省エネ建築設計・実装支援事業
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1. 省エネ設計とBIM活用の課題



環境公社
ロゴ差込

省エネ設計やＢＩＭ活用の必要性

省エネ設計により解決される課題

ＢＩＭ活用により解決される課題

省エネ×ＢＩＭで解決される課題

１章のポイント
１．省エネ設計とＢＩＭ活用の課題
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１．省エネ設計とＢＩＭ活用の課題

OK
省エネ
目標OK
予算OK

〇

❶『度重なる設計変更… 省エネ計算の目標値達成は？』

NG
省エネ
予算NG

NG
省エネ
目標NG

×

大きな
設計変更

大きな
設計変更

１−１．省エネ設計の課題

省エネのノウハウがあれば、頻繁な変更も目標値内へ

実施設計 着工 竣工基本計画 基本設計
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１．省エネ設計とＢＩＭ活用の課題

設計スケジュールは前倒し、完了検査にも影響

❷『省エネ基準適合義務化・・・スケジュールへの影響は？』

〜2025.3 2025.4〜
出典：国土交通省 建築基準法・建築物省エネ法 改正法制度説明資料（令和6年9月）より抜粋
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ロゴ差込１−１．省エネ設計の課題

１．省エネ設計とＢＩＭ活用の課題

2030年までに段階的に省エネ基準が引上げ予定

❸『更なる省エネ水準引上げへの対応は？』

出典：国土交通省 中規模非住宅建築物の省エネ基準の見直しについて（令和6年6月）より抜粋
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１．省エネ設計とＢＩＭ活用の課題

図面審査は 2025年開始 2027年全国展開。備えあれば…

❹『ＢＩＭを活用して審査手続きを効率化させる動き…？』

出典：国土交通省住宅局建築指導課作成資料（令和6年7月）より抜粋
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１．省エネ設計とＢＩＭ活用の課題

まず図面審査の開始から(2025年〜) BIMデータ審査は未定

『なにが  いつから  開始される予定なのか…？』

出典：国土交通省住宅局建築指導課作成資料（令和6年7月）より抜粋
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１．省エネ設計とＢＩＭ活用の課題

『負担もありそうだが、将来的にそれ以上のメリットも!? 』

建物申請でＢＩＭ活用するメリットは、申請にも審査にも。

出典：国土交通省住宅局建築指導課作成資料（令和6年7月）より抜粋
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１．省エネ設計とＢＩＭ活用の課題

BIM関連(ソフト/ハード/クラウド/教育)の補助金の活用も可能に

❺『ＢＩＭ活用は、イニシャルの投資負担がある…』
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ロゴ差込１−２．ＢＩＭ活用の課題

１．省エネ設計とＢＩＭ活用の課題

❻『社内人材だけでは ＢＩＭの運用と技術に不安がある…』

BIMの必要性の高まりと同じくして、BIM支援事業者も増加

ＢＩＭ活用支援 サービスマップ
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ロゴ差込１−２．ＢＩＭ活用の課題

１．省エネ設計とＢＩＭ活用の課題

まず、情報収集と概要理解から。本セミナー３章で解説を

❼『設備ＢＩＭを活用するメリットがわからない…』

意匠モデル 設備モデル
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ロゴ差込１−３．解決できる課題と残される課題

１．省エネ設計とＢＩＭ活用の課題

省エネ
設計の
解決 

ＢＩＭ
活用の
解決

建設業界の

課題

省エネ×
ＢＩＭの
解決

残された

解決

？
省エネ×BIM が解決できる課題 なお残される課題
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2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
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計画初期に関係者全体で目標値を定める

外皮計画に応じた設備仕様での早めの試算が重要

高い外皮性能で適正な設備容量を計画する

できるだけ高効率機器や制御等を採用する

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２章のポイント
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建築部門では省エネ化推進が必須

2015年パリ協定 気候変動問題に関する国際的な枠組み

日本でもCNに向けた取り組みの一層の強化が必要

2020年10月 菅内閣総理大臣の所信表明演説
2050年までに温室効果ガス排出を全体でゼロ

「2050年カーボンニュートラル宣言」

はじめに
2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
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ロゴ差込２−１．省エネ計算の概要

省エネ計算は、大きく以下の２通り

標準入力法

モデル建物法

〜計画書第五面抜粋〜

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
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ロゴ差込２−１．省エネ計算の概要

⇒簡易な計算方法

標準入力法

モデル建物法

高い水準をクリアするために有効な計算方法

小

大

手間

低

高

精度

⇒詳細な計算方法

省エネ適判に有効な計算方法

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
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モデル建物法標準入力法項目

対象となる室のみ入力原則、すべての室を入力計算範囲

主要な仕様のみ入力詳細な仕様を入力入力内容

まとめて計算一部屋ごと計算

断面構成
入力

イメージ
（空調室）

２−１．省エネ計算の概要

計算方法の主な違い

赤：空調室 ⻘：非空調室 赤：空調室 ⻘：非空調室

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
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高い省エネ設計の取組みを
評価するにはどうすればよいか？

詳細な評価ができる標準入力法が有効

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法
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外皮性能BPIについて

ペリメータゾーン（①+②+③）
①屋根の直下階の屋内空間
②外壁中心から5m以内の屋内空間
③外気に接する床の直上の屋内空間

最上階

中間階

最下階

①

②

③

PAL＊ ＝
ペリメータゾーンの床面積（m2）

ペリメータゾーンの年間熱負荷（MJ/年）

[MJ/m2年]

BPI ＝ PAL＊の基準値
PAL＊の設計値

PAL＊(年間熱負荷係数)：
屋内周囲空間（ペリメータゾーン）の年間熱負荷を屋内周囲空間の床面積の合計で除した値

小さく!

小さく!

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法
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一次エネルギー消費量とBEIについて

※PAL＊の計算では各室ごとの室負荷（日積算室負荷）が算出され、
この結果は空調の設計一次エネルギー消費量の算定にも用いられる。

BEI ＝ 基準一次エネルギー消費量 − その他一次エネ
設計一次エネルギー消費量 − その他一次エネ

○設計一次エネルギー消費量（設計値）＝ 各設備の設計値の合計＋その他一次エネ
○基準一次エネルギー消費量（基準値）＝ 各設備の基準値の合計＋その他一次エネ

小さく!

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法
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標準入力法 計算プログラム（建築研究所）

出典：非住宅建築物に関する省エネルギー基準に準拠したプログラム事務所サンプル計算結果より抜粋（2024年10月時点）

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法
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標準入力法 計算プログラム（建築研究所）

出典：非住宅建築物に関する省エネルギー基準に準拠したプログラム事務所サンプル計算結果より抜粋（2024年10月時点）

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法
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エネルギー消費量の削減ターゲット

45.75

43.5

51.25

64.5
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44.5

71.5

4

2.75

6

4.5

18

11.25

11.25

8.25

25.75

18.75

17

16.75

19.5

13.75

22.25

16

1

1

21

11.5

13

38.5

4.5

4.25

1

1

0.75

0

0

0

0

0

22.5

33

4

2.75

10

12.5

17.5

0

事務所等

物販店舗等

ホテル等

集会所（体育館）

病院等

飲食店等

学校等(校舎)

学校等(講堂)

基準一次エネルギー消費量：設備別内訳［％］
空調 換気 照明 給湯 昇降機 その他

出典：独立行政法人建築研究所HP

消費割合が大きい「空調」と「照明」が優先

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法
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外皮と空調設備の関係性

出典：【SII】ZEB設計ガイドライン

※COP=定格能力÷定格消費電力

①空調室の熱負荷をできるだけ低減（熱源容量を低減）

②高効率(高COP)機器を採用

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法
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省エネルギー計画 検討フロー

STEP 1 外皮・省エネ性能の目標値を決定

STEP 2 建物外皮/BPIの低減検討

STEP 3 STEP2を前提に設備仕様/BEIの低減検討

STEP 4 省エネ計算

目
標
設
定
設
計
段
階

検
証

目標値をもとに設計段階で早めの検討が重要

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法
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【外皮】配置計画による比較例

東⻄に⻑い 正方形南北に⻑い

共通条件…延床面積10,000㎡/6F、窓面積率50%、窓熱還流率U=6.0(η=0.88)、外壁熱還流率U=1.0、斜線部非空調ゾーン想定

BPI=0.93 BPI=0.92BPI=0.97

同じ規模でも配置計画でBPIが大きく変わる

※上記以外の仕様は建築物省エネ法の基準仕様と同様

N

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法
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ガラス開口率
25％ Low-E複層

U=2.6/η=0.4
複層

U=3.3/η=0.79
単板

U=6.0/η=0.88

外
壁

断
熱
材

【外皮】検討例①：正方形-開口率25％

U=2.5

U=1.0

U=0.6

断熱なし
(ｺﾝｸﾘｰﾄ外壁) 0.86

0.78

0.680.74

0.850.92

0.73 0.71

0.71

BPI

吹付硬質
ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ
t=20

ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ
保温板1種1
号t=30

熱貫流率：良

熱
貫
流
率
：
良

40m

主要な非空調範囲

N

40m

6F建

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法
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ガラス開口率
75％ Low-E複層

U=2.6/η=0.4
複層

U=3.3/η=0.79
単板

U=6.0/η=0.88

外
壁

断
熱
材

【外皮】検討例②：正方形-開口率75％

40m

主要な非空調範囲

N

40m

6F建

0.97

1.07

0.851.06

0.911.12

0.92 0.86

0.91

BPI

U=2.5

U=1.0

U=0.6

吹付硬質
ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ
t=20

ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ
保温板1種1
号t=30

断熱なし
(ｺﾝｸﾘｰﾄ外壁)

窓熱貫流率：良

外
壁
熱
貫
流
率
：
良

基準超

基準超

基準超

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法
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【外皮】標準入力法 詳細入力例（外壁）

建材名称 厚みmm

室
外
側

建材名称 厚みmm

室外側（屋上側）

モデル建物法の入力範囲（原則）

様式2-2.(空調)外壁構成入力シート 入力例

詳細に入力して設計意図を反映できる
（設計者の工夫が反映できる）

外壁 屋根

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法
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【空調】中央熱源は制御方式に注目

熱源機 冷却塔

ＡＨＵ ＡＨＵ ＡＨＵ FCU FCU

二次ﾎﾟﾝﾌﾟ

熱源機a

b

c
室 室 室 室 室

c_空調機
・風量制御方式変風量時最小風量比
・予熱時外気取入れ停止
・外気冷房制御
・全熱交換機を組込み

中央熱源方式 構成例

⻘⽂字：標準入力法特有の入力項目（モデル建物法にはない）

a_空調熱源
・台数制御

b_二次ポンプ
・台数制御
・流量制御方式変流量時最小流量比

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法
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⑤④③-2③-1②-3②-2②-1①参考
データ変更パターン

0.910.910.890.850.840.750.760.780.91BEI／AC

≒0≒0▲ 0.02▲ 0.06▲ 0.07▲ 0.16▲ 0.15▲ 0.13-参考データとの差

空
調
機

外
気
冷
房
制
御

空
調
機

予
熱
時
外
気
取
入
れ
停
止

空
調
機

風
量
制
御
方
式
（
回
転
数
制
御
）

変
風
量
時
最
小
風
量
比
70
％

空
調
機

風
量
制
御
方
式
（
回
転
数
制
御
）

変
風
量
時
最
小
風
量
比
30
％

二
次
ポ
ン
プ

流
量
制
御
方
式
（
回
転
数
制
御
）

変
流
量
時
最
小
流
量
比
70
％

二
次
ポ
ン
プ

流
量
制
御
方
式
（
回
転
数
制
御
）

変
流
量
時
最
小
流
量
比
30
％

二
次
ポ
ン
プ

台
数
制
御

熱
源
台
数
制
御

-変更内容

【空調】中央熱源空調 変更比較例
※参考データに対して個別に変更

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法
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個別熱源方式 構成例

室外機
a 空調熱源
・熱源容量
・高効率機器の採用
・冷暖同時

室内機

室

室内機
全熱

交換器

【空調】個別熱源は熱源容量と熱源効率に注目

b 全熱交換器
・全熱交換機の有無

a

b

⻘⽂字：標準入力法特有の入力項目（モデル建物法にはない）

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法



環境公社
ロゴ差込

④③②①参考データパターン

0.710.620.600.580.64BEI／AC

0.07▲ 0.02▲ 0.04▲0.06-参考データとの差

冷
暖
同
時

全
熱
交
換
機
バ
イ
パ
ス
制
御

高
効
率
機
器
の
採
用※

容
量
0.

8
倍
（
20
％
低
減
）

変更内容

※例）熱源効率COP：3.3→3.7程度（能力によりBEI/ACの変動は異なります）

【空調】個別熱源空調 変更比較例
※参考データに対して個別に変更

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法



環境公社
ロゴ差込

【照明】消費電力・室指数・制御方法に注目

照明器具の消費電力W/㎡
×

点灯時間（室仕様で自動設定）
×

室の形状(室指数)による補正係数
×

制御方法に応じて定められる係数

←計画ポイント①

←計画ポイント②

←計画ポイント③

照明設備 BEI/L

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法



環境公社
ロゴ差込

【照明】計画のポイント① 消費電力

参考）事務室の基準値：16.3W/㎡ →これよりも低減した計画とする

単位床面積の消費電力 W/㎡を低減
（定格消費電力×個数/㎡で決まる）

・照明器具個数を少なくする
・消費電力の小さな器具を選定する
・特殊な照明は避ける（非LEDの海外製品など）

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法



環境公社
ロゴ差込

【照明】計画のポイント② 室の形状（室指数）

室の形状（室指数）による補正 ※計算適用は任意

天井が高い室 や 細⻑い室 は改善する場合あり

出典：標準入力法 入力マニュアル（建築研究所）

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法



環境公社
ロゴ差込

制御係数 = a × b × c × d

0.95下限調光方式a_在室検知制御
0.70点滅方式
0.80減光方式
0.90調光方式b_明るさ検知制御
0.85調光方式BL
0.85調光方式W15
0.78調光方式W15BL
0.80調光方式W20
0.70調光方式W20BL
0.75調光方式W25
0.63調光方式W25BL
0.80点滅方式
0.95減光方式c_タイムスケジュール制御
0.90点滅方式
0.95タイマ方式(LED)d_初期照度補正機能
0.85タイマ方式(蛍光灯)
0.95センサ方式(LED)
0.85センサ方式(蛍光灯)

照明制御を採用（左図）

【照明】計画のポイント③ 制御方法

※BLは自動制御ブラインドを示す

大部屋の照明制御を優先
（トイレ等の小部屋制御は削減効果低い）

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法



環境公社
ロゴ差込

補足）明るさ検知制御
→開口面積による採光を反映できる

0.90調光方式
0.85調光方式BL
0.85調光方式W15
0.78調光方式W15BL
0.80調光方式W20
0.70調光方式W20BL
0.75調光方式W25
0.63調光方式W25BL
0.80点滅方式

開口率（W20）
＝30㎡/150㎡×100
＝20％

自動制御
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

BL

断面

開口部
室床面積

150㎡

開口面積
30㎡

b)明るさ検知制御

敷設率50％以上

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法



環境公社
ロゴ差込

換気代替空調機の計画に注意

【換気】計画の注意点

計算結果が悪くなる
予備機の場合は計算対象外とするなど評価方法に注意

※換気代替空調機
電気室等で機械換気設備の代わりに設置する機器発熱負荷処理用の
空調機（事務所ビルの例：電気室、サーバー室に設置する空調機

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法
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ロゴ差込

【給湯】

(年間給湯負荷+補正係数×年間配管熱損失)／熱源運転効率

細厚高

出典：標準入力法 入力マニュアル（建築研究所）

a b c

a 給湯負荷 ：節湯水栓器具の採用 （洗面・手洗い、浴室シャワー）
b 配管熱損失：保温を厚くする＋接続口径を細くする →下表⑤⑥
c 熱源(運転)効率：熱源効率の良い機器を採用 →下表④

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
２−２．標準入力法
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ロゴ差込

計画初期に関係者全体で目標値を定める

外皮計画に応じた設備仕様での早めの試算が重要

高い外皮性能で適正な設備容量を計画する

できるだけ高効率機器や制御等を採用する

2. 省エネ計算のポイントを学ぶ
まとめ
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ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

目次

3-1. 従来の設計ワークフロー

3-2. BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

3-3. ワークフローを定着させるプロセス



環境公社
ロゴ差込３章のポイント

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

従来のワークフローの改善点

設計初期に設備から設計提案

初期から終盤まで適正な計算

ベテランの経験と若手の検討

省エネ×ＢＩＭへのプロセス



環境公社
ロゴ差込３−１．従来の設計ワークフロー

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

実施設計 着工 竣工基本計画

従来の設計
ワークフロー

基本設計

▲
省エネ目標へ
再設計 手戻り

▲
意匠-設備 最新共有
遅れからの短納期

▲
設計変更で
意匠-設備で

アナログ更新

▲
実施設計完了時
省エネ値の計算



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

実施設計 着工 竣工基本計画 基本設計

▲
意匠-設備 最新共有
遅れからの短納期

▲
設計変更で
意匠-設備で

アナログ更新

〇
省エネ目標 納まり
精度向上 当りづけ

〇
実施設計完了時
省エネ値の計算

省エネ
ノウハウ
活用設計
ワークフロー

３−１．従来の設計ワークフロー
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ロゴ差込

設備ＢＩＭの主な特徴

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−１．従来の設計ワークフロー

省エネデータは
外皮性能のみ

集計/2D図面/モデル/
ソフト連携
他

データの連携

非効率な手作業減
ソフト間の連携
他

３D ＆ 建築情報

線・記号に＋情報
ソフト間の互換性
他

ＢＩＭ
(意匠)

＋
BIMデータ活用
外部入力
読み込み/抽出

＋
容量検討
納まり検討
メーカーデータ

＋
事前検討に最適
設計分野間連携
他ツール連携も

ＢＩＭ
(設備)



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

実施設計 着工 竣工基本計画 基本設計

BIM活用
省エネ設計
ワークフロー

▲not bad
意匠-設備 最新共有
遅れからの短納期

〇
省エネ目標 納まり
精度向上 当りづけ

〇
実施設計完了時
省エネ値の計算

〇
設計変更で
意匠-設備で

統合モデルで更新

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー
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ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

実施設計 着工 竣工基本計画 基本設計

BIMと
BEM活用
省エネ設計
ワークフロー

技術
計算

〇
省エネ目標 納まり
精度向上 当りづけ

〇
実施設計完了時
省エネ値の計算

〇
意匠-設備 最新共有

遅れを最小限に

〇
設計変更で
意匠-設備で

統合モデルで更新

最終
計算

自動
連携

時間
短縮

〇〇 〇

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー



環境公社
ロゴ差込解決できる課題と残される課題 【再掲載】

省エネ /BIM /省エネ×BIM が解決できる課題となお残される課題

省エネ
設計の

解決 

ＢＩＭ
活用の

解決
省エネ×
ＢＩＭの

解決

建設業界の

課題
省エネ×
ＢＩＭ×
ＢＥＭの

解決

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

❶ 新たなワークフローのメリット

❷ 省エネ試算による目標の達成度確認

❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算

❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算

❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

❶ 新たなワークフローのメリット

❷ 省エネ試算による目標の達成度確認

❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算

❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算

❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

❶ 新たなワークフローのメリット
従来のワークフローとの違いとして

設計初期に設備から設計提案

初期から終盤まで適正な計算

省エネ・設備のあたりづけで
積算と高省エネ性能の見通し



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

❶ 新たなワークフローのメリット

❷ 省エネ試算による目標の達成度確認

❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算

❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算

❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

① BIMモデル BEM取込
② 外皮情報登録
③ 用途設定
④ 省エネ試算起動
⑤ 用途別に設備情報設定
⑥ WebPro計算開始
⑦ 外皮性能(BPI)確認
⑧ 一次消費エネ(BEI) 確認

⑨ 外皮情報の変更
⑩ 設備情報の変更
⑪ WebPro計算開始
⑫ 外皮性能(BPI)確認
⑬ 一次消費エネ(BEI) 確認

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

❷ 省エネ試算による目標の達成度確認



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

① BIMモデル BEM取込



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

② 外皮情報登録❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

③ 用途設定❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

④ 省エネ試算起動❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

⑤ 用途別に設備情報設定❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

⑥ WEBPRO計算開始❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

⑦ 外皮性能(BPI)確認❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

⑧ 一次消費ｴﾈ(BEI)確認❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

⑨ 外皮情報の変更❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

⑩ 設備情報の変更❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

⑪ WEBPRO計算開始❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

⑫ 外皮性能(BPI)確認❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

⑬ 一次消費ｴﾈ(BEI)確認❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

❷ 省エネ試算による目標の達成度確認 デモ



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

❶ 新たなワークフローのメリット

❷ 省エネ試算による目標の達成度確認

❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算

❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算

❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

① BIMモデルを再度BEM取込
② 設計変更内容を確認
③ 必要情報を再度設定
④ 省エネ試算起動
⑤ 用途別に設備情報設定
⑥ WEBPRO計算開始
⑦ 計算結果表示・確認

外皮性能(BPI)・一次消費エネ(BEI)

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

① BIMモデルを
再度BEM取込

❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

② 設計変更内容を確認❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

③ 必要情報を再度設定❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

④ 省エネ試算起動❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

⑤ 用途別に設備情報設定❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

⑥ WEBPRO計算開始❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

⑦ 計算結果表示・確認
外皮性能(BPI)・一次消費エネ(BEI)

❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算 デモ



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

❶ 新たなワークフローのメリット

❷ 省エネ試算による目標の達成度確認

❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算

❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算

❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

① CADECTモデルを修正
② 省エネ試算起動
③ 用途別に設備情報設定
④ WEBPRO計算開始
⑤ 計算結果表示・確認

外皮性能(BPI)・一次消費エネ(BEI)

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

① BEM(CADECT)モデル
を修正

❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

② 省エネ試算起動❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

③ 用途別に設備情報設定❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

④ WEBPRO計算開始❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

⑤ 計算結果 表示・確認
外皮性能(BPI)・一次消費エネ(BEI)

❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算 デモ



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

❶ 新たなワークフローのメリット

❷ 省エネ試算による目標の達成度確認

❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算

❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算

❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

① 標準入力法対応ソフト(A-repo) について
② BEM(B-LOOP)ポータルアプリから起動
③ 外皮情報の情報連携により入力不要
④ 空調・換気・給湯の設備情報を入力
⑤ 照明の設備情報を入力
⑥ WEBPRO計算を実行
⑦ 設備情報を修正し、BEI数値を検討
⑧ BEI before/after

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

① 標準入力法対応ソフト
(A-repo) について

弊社 環境建築部門も利用

煩雑なWEBPRO入力シート
への入力作業を効率化

❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

② BEM(B-LOOP)ポータル
アプリから起動

❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

③ 外皮情報の情報連携に
より入力不要

❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

④ 空調・換気・給湯の
設備情報を入力

❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

⑤ 照明の設備情報を入力❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

⑥ WEBPRO計算を実行❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

⑦ 設備情報を修正し
BEI数値を検討

❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−２．BIMとBEMを活用した省エネ設計ワークフロー

⑧ BEI before/after❶ 新たなワークフローのメリット
❷ 省エネ試算による目標の達成度確認
❸ 大きな設計変更時 省エネ値の再計算
❹ 小さな設計変更時 省エネ値の再計算
❺ 適判レベルでの省エネ計算値検討



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

まとめ

新たなワークフローのメリット
従来のワークフローとの違いとして

設計初期に設備から設計提案

初期から終盤まで適正な計算

省エネ・設備のあたりづけで
積算と高省エネ性能の見通し



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−３．会社として定着させるプロセス

△ not bad
取組み初期
検証期

After StepStep 1

▲ better
繰返し運用
改善期

〇 OK
運用展開
展開期

◎ Good
運用定着
活用期

Step 2 Step 3



環境公社
ロゴ差込３−３．会社として定着させるプロセス

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

Step 1

△ not bad
取組み初期
検証期



環境公社
ロゴ差込３−３．会社として定着させるプロセス

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

Step 1 ケース① Step 1 例事例紹介

総合建設(ゼネコン)■業種

BIM推進■職務

△ not bad
取組み初期
検証期



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

Step 1 Step 2

３−３．会社として定着させるプロセス

△ not bad
取組み初期
検証期

▲ better
繰返し運用
改善期



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

Step 2

３−３．会社として定着させるプロセス

ケース① Stepo 2 例事例紹介

総合建設(ゼネコン)■業種

意匠設計(PJT) / 設備設計(PJT)■職務

▲ better
繰返し運用
改善期



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

Step 1 Step 2 Step 3

３−３．会社として定着させるプロセス

△ not bad
取組み初期
検証期

▲ better
繰返し運用
改善期

〇 OK
運用展開
展開期



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

Step 3

３−３．会社として定着させるプロセス

ケース① Step 3 例事例紹介

総合建設(ゼネコン)■業種

意匠設計(PJT以外)/設備設計(PJT以外)■職務

〇 OK
運用展開
展開期



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

△ not bad
取組み初期
検証期

After StepStep 1

▲ better
繰返し運用
改善期

〇 OK
運用展開
展開期

◎ Good
運用定着
活用期

Step 2 Step 3

３−３．会社として定着させるプロセス



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

After Step

３−３．会社として定着させるプロセス

ケース① After Step 例事例紹介

総合建設(ゼネコン)■業種

意匠(支店)/設備(支店)/協力会社■職務

◎ Good
運用定着
活用期



環境公社
ロゴ差込３−３．会社として定着させるプロセス

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

Step 1

△ not bad
取組み初期
検証期



環境公社
ロゴ差込３−３．会社として定着させるプロセス

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

Step 1 ケース② Step 1 例事例紹介

施工管理会社(サブコン)■業種

BIM推進■職務

△ not bad
取組み初期
検証期



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

Step 1 Step 2

３−３．会社として定着させるプロセス

△ not bad
取組み初期
検証期

▲ better
繰返し運用
改善期



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

Step 2

３−３．会社として定着させるプロセス

ケース② Step 2 例事例紹介

施工管理会社(サブコン)■業種

設備設計(省エネ案件)■職務

▲ better
繰返し運用
改善期



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

Step 1 Step 2 Step 3

３−３．会社として定着させるプロセス

△ not bad
取組み初期
検証期

▲ better
繰返し運用
改善期

〇 OK
運用展開
展開期



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

Step 3

３−３．会社として定着させるプロセス

ケース② Step 3 例事例紹介

施工管理会社(サブコン)■業種

設計担当(若手)■職務

〇 OK
運用展開
展開期



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

３−３．会社として定着させるプロセス

△ not bad
取組み初期
検証期

After StepStep 1

▲ better
繰返し運用
改善期

〇 OK
運用展開
展開期

◎ Good
運用定着
活用期

Step 2 Step 3



環境公社
ロゴ差込

3. 国内省エネ基準に合わせた設計でのBIM活用

After Step

３−３．会社として定着させるプロセス

ケース② After Step 例事例紹介

施工管理会社(サブコン)■業種

協力会社(社外)■職務

◎ Good
運用定着
活用期


